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中心市宣言書

燕市は、越後平野のほぼ中央、県都新潟市と長岡市の中間に位置し、北

陸自動車道や上越新幹線といった高速交通機関や主要国道 116号、289号
が整備された、総面積が 110.94ｋ㎡、人口約 83,000人の地方都市です。
全国有数の産業集積地として、生活用品から産業機械等に至るまで、さま

ざまな金属加工産業が発展しているものづくり地域であるとともに、信濃

川水系である大河津分水路をはじめ、中ノ口川など豊富な水に恵まれると

ともに、豊かな自然をたたえる弥彦山や国上山など美しい自然が保持され

ています。

弥彦村とは、行政区域を越えて生活圏を共有しており、社会･経済面な

どの面でも結びつきが深く、これまでも消防･救急･ごみ処理の運営など、

連携した取り組みを進め、効率的な行政事務を行ってきました。

現在、日本は人口減少社会へと突入し、特に地方においては、少子高齢

化と大都市圏への人口流出などによる急速な人口減少が進行することが

想定されます。さらには、近年の経済のグローバル化の進展や地域経済の

低迷など、地方を取り巻く社会環境は大きな転換期を迎えています。

こうしたなか、地方自治体は個々の魅力を活かしたまちづくりを進める

とともに、市域を越えた広域的な取り組みを実践することにより、圏域全

体で住民の暮らしに必要な機能を確保し、さまざまな地域課題に対応して

いくことが、これまで以上に重要になってきます。

本市は、定住自立圏構想における中心市となり、生活圏や経済圏を共に

する弥彦村と、これまでに培われてきた連携や協力関係を尊重しつつ、圏

域全体の暮らしに必要な都市機能の整備、充実を図り、魅力ある地域づく

りを進め、住民の幸せを追求し、圏域全体の発展に向けて中心的な役割を

果たすことを、ここに宣言します。

平成２６年１月２９日

燕市長 鈴 木 力
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１ 都市機能の集積状況及び利用状況

(1)燕市における都市機能の状況
公共施設等による各種サービス機能、中核的な医療機能、商業機能など都市機能の集積

状況は概ね以下のとおりです。

分野 都市機能 施設名

医療 総合病院
独立行政法人労働者健康福祉機構燕労災病院

新潟県立吉田病院

福祉

高齢者福祉施設

介護老人保健施設３、介護老人福祉施設６、地域老

人福祉施設１、グループホーム１１、介護付有料老

人ホーム２ ほか

障がい者施設
指定障がい福祉サービス事業所１７、障がい児支援

事業所１

保育施設 公立２０、私立６

教育

文化

スポーツ

中等教育学校 新潟県立燕中等教育学校

高等学校 新潟県立吉田高等学校、新潟県立分水高等学校

専門学校 新潟県立吉田病院附属看護専門学校

特別支援学校 新潟県立吉田特別支援学校

文化施設

燕市文化会館、公民館１３、燕市産業史料館、燕市

長善館史料館、燕市分水良寛史料館、信濃川大河津

資料館、燕市吉田ふれあいセンター ほか

図書館
燕市立図書館、燕市立吉田図書館、燕市立分水図書

館

スポーツ施設

燕市体育センター、スポーツランド燕、吉田総合体

育館、吉田トレーニングセンタービジョンよしだ、

分水総合体育館、サンスポーツランド分水 ほか

観光 観光施設等

分水ふれあい交流センターふれあいパーク久賀美、

分水ビジター･サービスセンター、温泉保養セン

ターふれあいパークてまりの湯 ほか

商業

大型商業施設 大規模小売店舗(店舗面積 1,000㎡以上)２２

金融機関等

銀行･信用金庫･信用組合･労働金庫２９

郵便局１８

農業協同組合７

交通

高速道路 北陸自動車道三条燕インターチェンジ

基幹道路 国道１１６号、国道２８９号

鉄道 上越新幹線、越後線、弥彦線
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交通 バス

新潟交通路線バス、越後交通路線バス

燕市循環バス「スワロー号」

燕市デマンド交通「おでかけきららん号」

行政

国 信濃川河川事務所大河津出張所

警察 燕警察署

消防
燕･弥彦総合事務組合消防本部(燕消防署、吉田消防
署、分水消防署、三王渕出張所、防災センター)

その他

燕･弥彦総合事務組合環境センター(ごみ処理場、最
終処分場、斎場)
公益財団法人燕西蒲勤労者福祉サービスセンター

一般財団法人燕三条地場産業振興センター
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(2)連携市村の住民による都市機能の利用状況等
燕市内の主な都市機能の利用状況等は、以下のとおりです。

①医療

◆医療施設数（平成 24年 3月 31現在）

※資料：平成 23年健康福祉環境の現況（新潟県三条地域振興局）

◆医療関係従事者数（平成 22年 12月 31日現在）

※資料：平成 23年健康福祉環境の現況（新潟県三条地域振興局）

◆救急告示医療機関

※資料：平成 23年健康福祉環境の現況（新潟県三条地域振興局）

◆病院の利用状況（平成 23年度）

※資料：独立行政法人労働者健康福祉機構燕労災病院、新潟県立病院年報

◆病院の地区別退院患者数（平成 23年度）

※資料：独立行政法人労働者健康福祉機構燕労災病院、新潟県立病院年報

病院 一般診療所 歯科診療所

施設数 病床数 施設数 病床数 施設数 病床数

燕市 2 602 68 65 42 －

弥彦村 － － 6 － 2 －

医師 歯科医師 薬剤師 保健師 助産師 看護師 准看護師

燕市 114 55 120 36 18 525 222
弥彦村 3 3 4 7 － 12 15

施設名 診療科目 病床数

独立行政法人労働者健康福祉機構

燕労災病院
14科目 300床

新潟県立吉田病院 16科目 302床

施設名 入院患者数 外来患者数

独立行政法人労働者健康福祉機構

燕労災病院
83,856人 117,454人

新潟県立吉田病院 56,490人 123,798人

施設名

退院患者数(%)
合計 燕市 弥彦村 その他の地域

独立行政法人労働者健

康福祉機構燕労災病院

3,535人
(100%)

2,093人
(59.2%)

120人
(3.4%)

1,322人
(37.4%)

新潟県立吉田病院
3,540人

(100%)
1,757人
(49.6%)

283人
(8.0%)

1,500人
(42.4%)
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◆救急出動等の状況（平成 24年度）

※資料：燕･弥彦総合事務組合

②教育文化

◆図書館の利用状況（平成 24年度）

※資料：燕市教育委員会

③産業

◆工業集積の状況

※資料：平成 24年経済センサス-活動調査（製造業）

◆卸売業･小売業の状況

※資料：平成 24年経済センサス-活動調査（卸売業･小売業）

◆買い物動向の状況（燕市内商業施設での購入率）

※資料：平成 22年度中心市街地に関する県民意識･消費動向調査

出動件数 搬送人員

燕市 3,169件 2,923人
弥彦村 250件 223人

施設名

貸出冊数(%)
総数 燕市 弥彦村 その他の地域

燕市立図書館
92,151
(100%)

88,717
(96.3%)

757
(0.8%)

2,677
(2.9%)

燕市立吉田図書館
133,810
(100%)

117,789
(88.0%)

13,647
(10.2%)

2,374
(1.8%)

燕市立分水図書館
44,709
(100%)

43,601
(97.5%)

230
(0.5%)

878
(2.0%)

合 計
270,670
(100%)

250,107
(92.4%)

14,634
(5.4%)

5,929
(2.2%)

事業所数 従業員数 製造品出荷額等

燕市 766 15,423人 36,128,925万円
弥彦村 40 1,027人 2,516,987万円

事業所数 従業者数 年間商品販売額

燕市 1,162 7,531人 22,521,500万円
弥彦村 66 401人 1,057,400万円

全品目 日用雑貨
生鮮食料

品

一般食料

品
贈答品 外食

弥彦村 45.5％ 61.0％ 74.6％ 65.0％ 55.3％ 49.9％



- 5 -

④運輸･交通

◆主要駅の状況（平成 24年度）

※資料：東日本旅客鉄道㈱

◆北陸自動車道三条燕インターチェンジの利用状況（平成 24年度）

※資料：東日本高速道路㈱新潟支社

⑤衛生

◆一般廃棄物処理実績（平成 24年度）

※資料：燕･弥彦総合事務組合

◆斎場利用実績（平成 24年度）

※資料：燕･弥彦総合事務組合

施設名 年間乗車人数 １日平均乗車人数

燕市

燕三条駅
新幹線 633,640人
弥彦線 148,190人

新幹線 1,736人
弥彦線 406人

燕駅 429,970人 1,178人
吉田駅 630,355人 1,727人
分水駅 229,220人 628人

弥彦村 弥彦駅 89,425人 245人

出口台数 入口台数

総数 １日平均 総数 １日平均

2,620,352台 7,179台 2,667,800台 7,309台

処理実績(%)
燕市 35,010.72ｔ(92.0%)
弥彦村 3,053.92ｔ (8.0%)

合 計 38,064.64ｔ (100%)

利用件数(%)
燕市 953件(87.9%)
弥彦村 101件 (9.3%)

その他の地域 30件 (2.8%)
合 計 1,084件 (100%)
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２ 想定する連携事項

(1)生活機能の強化に関すること
①医療

・地域医療の環境整備に関すること

②産業振興

・地域資源を活かした滞在型･体験型観光を推進するための連携強化

③その他

・上記のほか圏域内の生活機能の強化に関する取り組み

(2)結びつきやネットワークの強化に関すること
①地域公共交通

・地域の公共交通の利便性向上のための連携強化

②その他

・上記のほか、結びつきやネットワークの強化に関する取り組み

(3)圏域マネジメント能力の強化に関すること
①中心市等における人材の育成

・職員の能力向上や人材育成のための合同研修など連携強化

②中心市等における外部からの行政及び民間人材の確保

・有能な人材や地域を離れた若者を受け入れるための連携強化

③上記のほか、圏域マネジメント能力の強化に関する取り組み

３ 燕市への通勤通学割合が１０％以上である市町村

※資料：平成 22年国勢調査

市町村名
常住する就業者数及

び通学者数(A)
本市への通勤･通学者

数(B)
通勤通学割合(B/A)

弥彦村 4,196人 1,589人 37.9％


